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これまでに我々は、ジフェニルホスフィノイル基をもつ環状型ス

ピントラップ剤（DPhPMPO）が高い膜透過性もち、種々ラジカル
との反応において良好な electron spin resonance (ESR)シグナルが
得られることを報告している 1)。一方、ジフェニルホスフィノイル

基をもつ直鎖型スピントラップ剤（EDPhPN）は、DPhPMPO に比
べて比較的小さなラジカル分子を選択的に捕捉することが分かって

いる。我々のジアリールホスフィノイル基をもつスピントラップ剤

に蛍光性置換基を導入することでさらに高感度分析が可能なのでは

ないかと考えた。そこで、蛍光性置換基としてピレニルホスフィノ

イル基をもつスピントラップ剤（PhPyPMPO）を合成した。
PhPyPMPO は高い脂溶性を有することから有機溶媒中で種々ラジカルを捕捉し、ESR およ
び蛍光スペクトルにより検出した。tert-butylperoxyl radical、tert-butoxyl radicalを捕捉し、
その溶液の蛍光強度を測定すると、ピレニルホスフィノイル基に由来する波長の蛍光強度の

減少が観測された。S. A. Greenらが常磁性物質の蛍光部位とニトロキシド基の間での分子内
電子交換の影響で分子内消光が起こることを報告している 2)。このことから、PhPyPMPOの
ラジカル付加体も同様の作用により消光現象が見られたと考えられる。 
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